
建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

村

上

真

瑞

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日
、建
中
寺
本
堂
と
、尾
張
徳
川
家
霊
廟（
建

中
寺
で
は
御ご

霊れ
い

屋や

と
呼
ぶ
）
が
正
式
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
御
霊
屋
の
特
徴
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
、

経
殿
と
、
本
殿
に
描
か
れ
て
い
る
波
の
意
匠
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。下

記
の
よ
う
に
御
霊
屋
の
平
面
図
と
立
面
図
を
標
記
す
る
。
①

霊
廟
建
立
に
つ
い
て
、
霊
廟
の
小
屋
裏
を
改
め
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
北
面
妻
壁
に
て
大
小
二
枚
の
棟
札
が
発
見
さ
れ
た
。
と
も
に
寛
政

十
年
（
一
七
九
八
）
の
記
載
が
あ
る
。
九
代
藩
主
宗
睦
が
、
藩
祖
義
直

百
五
十
年
、
二
代
光
友
百
年
の
遠
忌
に
当
り
、
源
敬
公
（
義
直
）
霊
廟

上
棟
す
る
。
と
の
旨
の
記
載
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
寛
政
十
年
の
建
立

で
あ
る
。

さ
て
、
波
の
意
匠
と
は
以
下
の
画
像
に
示
さ
れ
る
経
殿
、
本
殿
の
鴨

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

一
向拝付経殿 渡り殿 本殿

経殿 入母屋造 平入 3間× 2間 渡り殿 1 間× 3間
本殿 入母屋造 妻入 3間× 4間 桟瓦葺
『愛知県指定有形文化財建中寺徳川家霊廟修理工事報告書』
図面 1頁 2頁



居
の
上
に
幅
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

室
内
室
外
共
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
波
の
意
匠
は
、
建
中
寺
の
御
霊

屋
だ
け
で
な
く
、
建
中
寺
か
ら
移
築
さ
れ

た
御
霊
屋
の
現
存
す
る
も
の
に
も
す
べ
て

施
さ
れ
て
い
る
。『
浄
土
宗
徳
興
山
建
中
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
に

よ
る
と

「
一
御
霊
屋
御
本
殿

壱
棟

右
者
当
村
地
泉
院
藤
川
屋
善
助
よ
り
相
譲
り
申
請
候
就
而
ハ
如
何

様
之
所
江
相
用
候
哉
之
旨
御
尋
、
右
ハ
地
泉
院
境
内
地
蔵
堂
ニ
取
建
申
候
、
依
此
段
御
達
申
上
候

中
島
郡
神
明
津
村

申
二
月

地
泉
院
旦
方
惣
代

山
内
仙
蔵
（
印
）」
②

「
一
御
霊
屋

壱
棟

右
ハ
中
島
郡
神
明
津
村
地
泉
院
江
申
請
候
上
ハ
如
何
様
之
処
へ
相
用
ひ
候
哉
、
吟
味
否
書
付
ニ
取
調
、
御
達
可
申
上
旨
則
別
紙
之
通
申

出
候
、
仍
別
紙
印
書
一
通
相
添
御
達
申
上
候
、
已
上

建
中
寺

申
二
月

役
者
（
印
）」
③

共
生
文
化
研
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乍
恐
口
上
之
覚

「
一
御
霊
屋
御
本
殿
壱
棟
、
右
ハ
今
般
大
坂
屋
銀
兵
衛
方
よ
り
申
請
候
付
、
拙
寺
境
内
之
内
祖
師
堂
ニ
取
建
申
度
候
付
、
依
之
御
届
奉
申
上

候
、
以
上

申
二
月

妙
見
宮
社
寺

久
遠
寺妙

珠
印
」
④

「
一
御
霊
屋
御
本
殿

壱
棟

右
ハ
広
井
上
笹
島
久
遠
寺
妙
珠
申
請
、
境
内
祖
師
堂
ニ
取
建
申
度
旨
、
別
紙
之
通
申
出
候
間
仍
之
別
紙
相
添
申
達
候
、
以
上

申
二
月

建
中
寺
印
」
⑤

「
貞
祖
院
儀

御
霊
屋
申
請
候
処
性
高
院
様
御
由
緒
之
故
を
以
御
紋
附
之
侭
本
堂
ニ
取
建
度
旨
相
願
候
条
承
置
候
」
⑥

「
一
霊
仙
院
様
御
霊
屋
惣
門
、
三
州
豊
川
妙
厳
寺
申
請
之
旨
、
是
又
承
置
候

御
霊
屋
御
経
殿

壱
棟

右
者
法
花
寺
町
万
屋
惣
吉
よ
り
譲
請
申
、
拙
寺
境
内
薬
師
堂
ニ
取
建
、
薬
師
如
来
安
置
仕
度
候
旨
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

知
多
郡
内
海

壬
申
四
月

西
岸
寺
（
印
）

建
中
寺御

役
者
中
」
⑦

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

三



御
霊
屋
之
御
経
殿

一
棟

右
別
紙
之
通
、
知
多
郡
内
海
西
岸
寺
境
内
薬
師
堂
ニ
取
建
申
度
旨
、
申
出
候
間
、
此
段
御
達
申
上
候
、
以
上

建
中
寺

壬
申
四
月

役
者
（
印
）
⑧

以
上
総
括
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
地
泉
院
（
稲
沢
市
神
明
津
町
）
地
蔵
堂
（
水
害
で
損
失
）
に
、
久
遠
寺
（
中
村
区
広
井
町
）
経
殿
を
移
築
し

本
堂
と
す
る
。
戦
災
に
て
焼
失
す
る
。
貞
祖
院
（
東
区
舎
人
町
）
に
本
堂
と
し
て
霊
仙
院
御
霊
屋
本
殿
と
須
弥
檀
が
移
築
さ
れ
る
。
西
岸
寺

（
知
多
郡
内
海
）
薬
師
堂
に
、
経
殿
を
移
築
災
害
で
損
失
す
る
。（
古
門
書
雑
誌
よ
り
）」
⑨

「
本
堂
の
後
の
源
敬
様
御
霊
屋
に
、
五
廟
の
御
位
牌
を
納
め
、
六
廟
の
内
五
廟
御
霊
屋
は
移
転
（
本
殿
は
一
棟
、
経
殿
は
五
棟
）
す
る
。

西
町
の
稲
荷
堂
（
小
牧
市
）
経
殿
・
合
間
が
稲
荷
堂
に
移
築
す
る
。
蒼
竜
寺
（
南
区
本
星
崎
町
）
経
殿
・
合
間
が
本
堂
に
移
築
す
る
。」
⑩

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
現
在
建
中
寺
か
ら
移
築
さ
れ
た
御
霊
屋
は
、
貞
祖
院
本
堂
、
小
牧
稲
荷
堂
、
蒼
龍
寺
本
堂
の
三
棟
が
現
存
し
て
い

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
貞
祖
院
本
堂
に
霊
仙
院
（
二
代
光
友
正
室
・
千
代
姫
）
の
御
霊
屋
が
移
築
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
天
明
五
年

の
大
火
の
後
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。

真
巌
院

し
ん
が
ん
い
ん

様
御
霊
屋
之
義
。

霊
仙
院

れ
い
せ
ん
い
ん

様
御
霊
屋
ニ
相
成

あ
い
な
り

申も
う
し

候
そ
う
ろ
う

処
、
御
場
所
隔
チ
居お

り

申
候
間
、
御お

見み

通ど
お
り

ニ
茂す

ぐ
れ

拘か
か
わ

り
不ず

申
候
ヘ
ハ
右
御
鉄
物
御
出
来
ニ
ハ
及お

よ
び

申も
う
し

間
あ
い
だ
の

敷ぶ
る

哉か

と
奉

た
て
ま
つ
り

存
候
仍

か
さ
ね
て

之
御
達
申
上
候
。
以
上

（
天
明
六
年
）
六
月
廿
六
日

建
中
寺
役
者
⑪

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
火
災
で
焼
け
残
っ
た
真
巌
院
（
五
代
五
郎
太
）
の
御
霊
屋
を
霊
仙
院
の
御
霊
屋
に
し
た
が
場
所
が
離
れ
て
い
て
お
参
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り
に
不
便
が
あ
る
と
の
記
述
で
あ
る
。
他
に
も
多
数
焼
失
し
て
い
る
が
敢
え
て
霊
仙
院
の
御
霊
屋
と
し
た
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

五

建
中
寺
御
霊
屋
経
殿
波
の
意
匠

建
中
寺
御
霊
屋
本
殿
波
の
意
匠
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霊
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院
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霊
屋

現
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院
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堂
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不
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現
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川
稲
荷



続
い
て
高
原
院
御
霊
屋
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
高
原
院
（
春

姫
）
は
、
義
直
の
正
室
で
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
大
須
萬
松
寺
に

霊
廟
が
造
営
さ
れ
た
。
高
原
院
の
宗
派
が
、
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
た
め
曹

洞
宗
の
萬
松
寺
に
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
高
原
院
御
霊
屋
が

建
中
寺
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

「
大
正
三
年
十
二
月
十
五
日
高
原
院
御
霊
屋
移
築
」

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
名
古
屋
大
須
萬
松
寺
の
高
原
院
御
霊
屋
を

建
中
寺
に
移
築
さ
れ
る
。
源
敬
様
御
霊
屋
の
後
方
に
移
設
さ
れ
た
。

「『
高
原
院
殿
霊
廟
上
棟
の
棟
札
書
』

侯こ
う

爵し
ゃ
く

徳
川
義
親
卿
従
萬
松
寺
移
築

高
原
院
殿
霊
廟
上
棟
大
正
三
年
甲
寅

き
の
え
と
ら

十
二
月
十
五
日

供
養
釐り

祝し
ゆ
く
＊
師
建
中
寺
丗
二
世
清
蓮
社
権
僧
正
浄
譽
澂
典
謹
誌

＊
釐り

祝し
ゆ
く

祝
い
を
納
め
る

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

七

元
は
不
明

現
蒼
龍
寺
本
堂



萬
松
寺
か
ら
移
築
さ
れ
た
高
原
院
御
霊
屋
は
、
再
び
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）、
戦
災
で
焼
失
し
た
名
古
屋
城
東
照
宮
（
中
区
丸
の
内
）

の
後
継
と
し
て
、
移
築
さ
れ
た
。
唐
門
・
透
塀
・
本
殿
。」
⑫こ

の
名
古
屋
城
東
照
宮
と
し
て
移
築
さ
れ
た
高
原
院
御
霊
屋
に
も
波
の
意
匠
が
存

在
す
る
。

こ
の
意
匠
の
特
徴
は
、
波
の
青
色
の
部
分
が
他
の
御
霊
屋
と
比
較
し
て
非
常
に
強

く
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
、
総
合
的
に
考
察

し
て
み
た
い
。

続
い
て
、戦
災
で
焼
失
す
る
前
の
名
古
屋
城
東
照
宮
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

実
物
の
名
古
屋
城
東
照
宮
は
、
戦
災
で
焼
失
し
て
い
る
の
で
存
在
し
な
い
が
、
東
京

大
学
の
建
築
学
科
に
精
巧
な
模
型
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
元
竹
中
工
務
店
監
督

の
岡
本
秀
廣
氏
よ
り
知
っ
た
。
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
春
日
井
道
彦
氏
よ
り

東
京
大
学
に
依
頼
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
東
京
大
学
工
学
系
研

究
科
建
築
学
科
専
攻
技
術
専
門
職
員
工
学
博
士
角
田
真
弓
氏
よ
り
十
分
の
一
の
精
巧

な
模
型
を
拝
見
し
た
。
東
京
大
学
に
保
管
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
、
角
田
氏
に
よ
る

と
、
最
初
に
こ
の
模
型
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
二
年
三
月
十
五
日
か
ら
五
月

二
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、「
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
」
神
祇
館
で
、
会
場

は
名
古
屋
市
の
鶴
舞
公
園
。
第
二
部
、
神
社
建
築
様
式
部
に
六
種
の
模
型
を
展
示
し

た
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
⑬
こ
の
う
ち
名
古
屋
城
東
照
宮
は
、
最
後
の
権
現
造
り
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の
模
型
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。
模
型
の
作
成
者
は
、
棟
札
に
よ
る
と
、
名
古
屋
市
の
棟
梁
・
加
納
茂
一
氏
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
六
月
に
そ

の
棟
梁
・
加
納
茂
一
氏
に
よ
っ
て
東
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
建
築
学
科
に
備
品
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
五
月
四
日
か
ら
二
十

二
日
「
日
本
文
化
氏
展
覧

会
」（
朝
祖
新
聞
主
催
）
会

場
上
野
公
園
・
東
京
府
美
術

館
、
昭
和
十
六
年
十
月
二
十

五
日
か
ら
十
一
月
八
日
「
神

道
美
術
博
覧
会
」
会
場
大
倉

集
古
館
、
等
で
展
示
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

模
型
に
も
鴨
居
の
上
の
白

壁
に
波
の
絵
が
描
か
れ
て

い
る
。
東
京
大
学
の
角
田

氏
も
こ
の
波
の
絵
は
、
名
古

屋
城
東
照
宮
の
特
徴
と
思

わ
れ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

以
下
の
写
真
の
如
き
で
あ

る
。

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

九



続
い
て
、
尾
張
徳
川
家
御
霊
屋
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
豊
田
随
応
院
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
随
応
院
は
愛
知
県
豊
田
市
寺
部
町
。
大
樹
寺
末
。
も
と
は
加
茂
郡
力
石
（
豊
田
市
力
石
町
）
に
文

明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
松
平
親
忠

ち
か
た
だ

が
大
樹
寺
開
山
愚ぐ

底て
い

の
弟
子
悦
叟

え
つ
そ
う

を
迎
え
て
創
建
し
た
極
楽
山
浄
土
院
不
遠
寺
で
あ
る
。
長ち

ょ
う

享き
ょ
う

二
年

（
一
四
八
八
）
領
主
鈴
木
重
時
に
よ
り
、
勧
学
院
文
護
寺
跡
と
伝
え
ら
れ
る
現
在
の
地
に
移
転
。
こ
の
際
、
悦
叟
は
法
兄
の
儀ぎ

運う
ん

を
招
き
開
山

と
す
る
。
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
領
主
渡
辺
治
綱

は
る
つ
な

が
母
、
随
応
院
殿

ず
い
お
う
い
ん
で
ん

の
三
十
三
回
忌
を
営
ん
だ
際
に
院
号
を
改
め
る
。」
⑭

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
渡
辺
治
綱
の
母
、随
応
院
殿
菩
提
を
弔
う
た
め
に
寺
を
整
備
し
て
い
る
。
渡
辺
治
綱
は
、『
名
古
屋
市
史
』に
よ
る
と
、

「
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）、
尾
張
藩
主
・
徳
川
義
直
に
仕
え
、
知
行
二
千
石
を
賜
る
。
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）、
家
老
と
な
る
。
寛
永
二

十
年
（
一
六
四
三
）、
父
の
隠
居
に
よ
り
家
督
相
続
し
、
寺
部
領
主
と
な
る
。」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
尾
張
徳
川
家
初
代
藩
主
義
直
の
家
来

で
あ
る
。
そ
の
母
の
た
め
に
整
備
し
て
建
て
ら
れ
て
の
が
、
随
応
院
で
あ
る
。
そ
の
本
堂
の
鴨
居
の
上
に
青
色
の
波
の
意
匠
替
描
か
れ
て
い

る
。今

ま
で
の
波
の
意
匠
を
総
括
し
て
み
る
と
、
名
古
屋
城
東
照
宮
は
、
徳
川
家
康
を
神
格
化
し
た
東
照
大
権
現
を
祀
っ
て
い
る
の
で
、
岩
に

ぶ
つ
か
る
大
変
は
げ
し
い
白
色
の
波
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
建
中
寺
御
霊
屋
は
、
今
は
歴
代
藩
主
を
祀
っ
て
い
る
が
、
元
々
初
代
藩
主

義
直
公
を
祀
る
霊
廟
で
あ
る
。
波
は
白
色
で
あ
る
。
南
区
の
蒼
龍
寺
も
、
小
牧
の
豊
川
稲
荷
も
、
元
は
誰
の
御
霊
屋
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

男
性
の
藩
主
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
白
色
の
波
が
描
か
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
貞
祖
院
の
本
堂
は
、
元
々
五
代
五
郎
太
（
享
年
三
歳
で
死
去
）

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
天
明
五
年
の
火
災
で
、
焼
け
残
っ
た
た
め
、
霊
仙
院
（
光
友
正
室
・
千
代
姫
）
の
も
の
に
替
え
ら
れ
て
い
る
。
波
の

色
は
、穏
や
か
な
青
色
を
基
調
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
元
々
五
郎
太
が
享
年
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、波
は
穏
や
か
な
青
色
で
あ
っ

た
た
め
、敢
え
て
女
性
で
あ
る
霊
仙
院
の
も
の
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、現
在
の
名
古
屋
城
東
照
宮
、元
々

の
高
原
院
御
霊
屋
は
義
直
公
の
正
室
春
姫
の
霊
廟
で
あ
る
。
波
の
色
は
青
を
基
調
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
随
応
院
本
堂
に
つ
い
て
は
、
尾
張
徳
川
家
初
代
藩
主
徳
川
義
直
の
家
来
で
あ
る
、
渡
辺
治
綱

は
る
つ
な

が
そ
の
母
の
た
め
に
改
修
し
た
寺
院

で
あ
る
こ
と
か
ら
尾
張
徳
川
家
の
波
の
意
匠
を
本
堂
に
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
色
が
青
色
な
の
は
、
穏
や
か
な
波
に
よ
り
、
静

か
な
女
性
の
趣
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
総
じ
て
、
男
性
を
祀
っ
た
霊
廟
は
、
白
色
の
波
、
女
性
を
祀
っ
た
霊
廟
は
青
色
の
波
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
例
外
と
し
て
、
久
能
山
東
照
宮
に
波
の
意
匠
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
拝
殿
で
も
本
殿
で
も
な
く
、
東
照
大

権
現
の
墓
地
に
向
か
う
門
に
描
か
れ
て
い
る
。
写
真
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

で
は
何
故
波
の
意
匠
を
尾
張
徳
川
家
で
は
使
用
す
る
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

名
古
屋
と
い
う
名
称
の
い
わ
れ
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
歴
史

地
名
体
系
』
に
よ
る
と
、「
古
く
は
那
古
野
と
書
き
、
ま
た
名
護
屋
・
浪
越
な
ど
と
も

記
し
、
蓬
左
の
別
名
も
あ
る
。
旧
広
橋
家
本
「
江
家
次
第
」
裏
書
（
東
洋
文
庫
蔵
）

に
あ
る
建
春
門
院
法
花
堂
領
尾
張
国
那
古
野
庄
領
家
職
相
伝
系
図
に
平
安
時
代
末
期

の
荘
園
名
と
し
て
現
れ
る
の
が
初
見
で
、
南
北
朝
時
代
の
写
本
「
弘
法
大
使
御
入
定

勘
決
記
」（
真
福
寺
蔵
）
の
奥
書
に
も
「
尾
張
国
那
古
野
荘
安
養
寺
」
と
み
え
る
。
近

世
の
初
め
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
名
古
屋
城
下
が
開
か
れ
た
頃
か
ら
名
古
屋
と
名
護

屋
が
併
用
さ
れ
た
が
、
し
だ
い
に
前
者
に
定
ま
り
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
現
市
名
と
な
っ
た
。」
⑮

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
那
古
野
、
名
護
屋
、
浪
越
、
蓬
左
か
ら
名
古
屋
、
名
護
屋
と
な
り
、
明
治
二
十
二
年
に
「
名
古
屋
市
」
の
名
に
落

ち
つ
い
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
の
中
、
特
に
「
浪
越
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
興
味
深
い
論
文
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て
み
た
い
。「
尾

張
古
図
と
浪
越
伝
説
」
⑯
に
よ
る
と
、「
浪
越
」
の
名
称
を
取
り
上
げ
、
高
力
種
信
（
猿
猴
庵
）
著
の
『
尾
張
名
陽
図
会
巻
之
五
』
に
あ
る
「
浪

越
舊
跡
」
を
引
用
し
て
い
る
。
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「
初
め
の
巻
に
出
だ
せ
し
名
古
屋
と
い
う
地
名
の
条じ

ょ
う

に
あ
ら
は
せ
し
ご
と
く
、
名め

い

府ふ

出
来
ざ
る
以
前
大
古
の
い
に
し
へ
は
、
東
北
は
大
海

の
由
。
そ
の
波
の
高
く
あ
ふ
れ
し
時
は
、
山
の
頂
を
浪
の
越
え
し
故
浪
越
山

な
み
ご
し
や
ま

と
呼
ぶ
。
そ
の
後
名
古
野

な

ご

や

と
書
き
う
つ
り
替
り
て
名
古

な

ご

屋や

の
文

字
と
す
と
い
ふ
。
そ
の
浪
越
の
跡
は
今
の
建
中
寺
前
な
る
由
。
こ
こ
を
越
え
し
波
下
へ
流
れ
て
落
ち
留
ま
り
た
る
が
大
き
な
る
池
と
な
り

て
、
布
を
さ
ら
せ
し
由
、
今
の
布
が
池
こ
れ
な
り
。
布
さ
ら
し
池
を
略
し
て
呼
ぶ
名
な
り
。
そ
の
布
問
屋
の
家
は
建
中
寺
水す

い

道
先

と
う
さ
き

の
町
に
て
、

そ
の
跡
有
り
と
か
や
。」
⑰

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
高
力
種
信
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
に
は
太
古
の
大
昔
に
「
浪
越
山
」
と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
り
、
そ
の
山
を
越
え
て
流
れ
こ

ん
だ
水
が
留
ま
っ
た
場
所
が
建
中
寺
の
前
の
「
布
が
池
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
前
「
布
池

ぬ
の
い
け

町ち
ょ
う

」「
水
筒
先

す
い
と
う
さ
き

」
と
い
う
町
名
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
こ
の
説
の
裏
付
け
は
で
き
る
。

同
じ
く
同
論
文
で
は
『
尾
張
名
陽
図
会
巻
之
一
』
の
「
名
陽
の
市
井
碁
盤
割
」
の
項
目
を
引
用
し
て
「
浪
越
山
」
か
ら
展
開
し
て
「
名
古

野
山
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

「
む
か
し
は
名
古
野
山
と
て
深
山
な
り
。
岑み

ね

に
登
り
谷
に
下
る
道
も
さ
が
し
く
人
家
も
稀
な
る
所
な
り
し
を
、
慶け

い

長ち
ょ
う

年
中
清
洲
よ
り
御
遷せ

ん

府ぷ

の
砌み

ぎ
り

、
御
城
御
普ふ

請し
ん

の
御
手
伝
と
し
て
西
国
の
諸
大
名
衆
そ
の
功
を
励つ

と
む

る
中
に
も
、
加
藤
主
計
頭
清
正
は
、
か
の
名
古
野
山
の
け
は
し

き
深
林
に
入
り
て
、
山
を
け
づ
り
谷
を
埋
み
て
今
の
ご
と
き
高
低
も
な
き
平
均

へ
い
き
ん

の
地
と
は
な
さ
る
。」
⑱

同
じ
く
ま
た
、
同
論
文
で
は
『
尾
張
名
陽
図
会
巻
之
五
』
に
「
名
古
屋
山
東
出
口
古
戦
場
」
の
絵
図
が
あ
り
、
そ
の
後
ろ
の
項
目
よ
り
「
名

古
屋
山
」
以
下
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る
。

「
名
古
屋
山
へ
東
よ
り
の
入
口
な
れ
ば
、
名
古
屋

な

ご

や

山や
ま

東
の
入
口
を
略
語
に
呼
ん
で
山
口
と
い
ふ
由
。
さ
て
こ
の
山
口
は
、
店
の
名
に
て
も

村
の
名
に
も
あ
ら
ず
と
か
や
。
た
だ
所
の
字
な
る
か
。
こ
の
山
口
の
地
は
、
古
井
村
の
地
も
入
り
た
り
。
建
中
寺
の
鐘か

ね

の
銘
に
は
「
古
井
村

建
中
寺
」
と
有
り
。
さ
れ
ば
こ
の
辺
は
、
古
井
の
内
な
れ
ど
も
惣
じ
て
山
口
と
よ
ぶ
。
法
花
寺
町
よ
り
東
は
古
井
村
な
り
と
ぞ
。」
⑲

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

一
三



と
し
て
、
建
中
寺
の
釣
鐘
の
銘
を
引
用
し
て
、
古
井
村
も
「
名
古
屋
山
」
の
入
り
口
の
意
味
で
、「
山
口
」
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
現
在

「
山
口
町
」「
古
井
の
坂
」
と
い
う
地
名
も
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
記
事
も
裏
付
け
で
き
る
。

ま
た
、
同
論
文
で
は
「
山
口
町
」
に
つ
い
て
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
三
巻
愛
知
県
』
東
区
の
記
述
を
引
用
し
て

「
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
名
古
屋
築
城
後
、
西
部
の
台
地
上
は
数
年
の
う
ち
に
城
下
東
辺
の
武
家
屋
敷
街
に
変
わ
り
、
そ
の
東
部

か
ら
南
部
に
か
け
て
五
〇
余
の
寺
院
が
集
中
し
、
建
中
寺
・
相
応
寺
・
高
岳
院
な
ど
、
徳
川
家
に
関
係
の
深
い
大
寺
院
も
含
ま
れ
、
武
家
屋

敷
や
寺
院
の
な
ど
の
間
に
町
屋
が
介
在
し
た
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
古
来
、
山
口
と
総
称
さ
れ
、
こ
の
時
代
に
は
東
山
口
・
西
山
口

に
分
か
れ
、
そ
の
一
角
（
白
壁
町
・
撞
木

し
ゅ
も
く

町
・
主
税

ち
か
ら

町ま
ち

辺
り
）
に
山
吹
の
名
所
山
吹
谷
が
あ
っ
た
。」
⑳

と
記
し
、
山
口
町
の
成
り
立
ち
を
表
し
て
い
る
。
続
い
て
、
同
論
文
で
は
「
山
吹
谷
」
に
つ
い
て
『
尾
張
名
所
図
会
巻
之
二
』
を
次
の
よ
う

に
引
用
し
て
い
る
。

「
山
吹
谷
片
端
の
東
坂
下
な
る
鳥
屋
筋
の
辺あ

た
り

は
昔
の
那
古
野

な

ご

や

山や
ま

の
谷
合
に
て
、
暮ぼ

春し
ゅ
ん

の
比
は
遊
蕩

ゆ
う
と
う

の
諸
人
、
酒
さ
か
な
を
携
へ
来
り
山

吹
の
花
を
愛
で
つ
つ
歌
ひ
舞
ひ
な
ど
せ
し
地
な
る
が
、
い
つ
し
か
武
家
の
宅
地
と
な
り
て
、
今
も
な
ほ
山
吹
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
れ
る
は

昔
の
お
も
か
げ
ぞ
か
し
」
㉑

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
山
吹
」「
東ひ

が
し

片か
た

端は

」
な
ど
、
今
も
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
の
裏
付
け
も
で
き
る
。

以
上
、「
波
越
山
」「
名
古
野
山
」「
名
古
屋
山
」
は
現
在
の
建
中
寺
の
位
置
か
ら
東
北
方
向
に
あ
っ
た
深
山
で
、
そ
の
山
の
入
り
口
の
意
味

で
、「
山
口
」
と
い
う
地
名
が
存
在
し
た
。
太
古
昔
、
東
北
が
海
で
あ
っ
た
時
代
に
「
浪
越
山
」
を
超
え
る
高
波
が
あ
り
、
そ
の
時
に
水
が
た

ま
っ
て
広
大
な
「
布
が
池
」
が
で
き
た
。
名
古
屋
開
府
に
あ
た
っ
て
「
浪
越
山
」
は
加
藤
清
正
ら
の
土
木
工
事
に
よ
り
、
山
を
崩
し
て
、
麓ふ

も
と

の
山
吹
谷
を
埋
め
、
平
地
に
な
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
名
古
屋
と
い
う
名
称
を
考
察
す
る
と
、「
浪
越
」
が
非
常
に
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
高
波
が
山
を
越
え
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
が
や
っ
て
く
る
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
伊
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勢
湾
台
風
の
時
は
高
波
で
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
高
波
・
津
波
な
ど
が
太
古
よ
り
何
度
も
名
古
屋
の
地
を
襲
っ

て
い
た
こ
と
は
十
分
に
推
察
で
き
る
。
そ
の
象
徴
的
な
意
味
か
ら
、
尾
張
徳
川
家
は
、
陳
元
贇
の
顕
彰
碑
に
も
「
浪
越
ノ
有
志
諸
人
懐

な
つ
か
し
み

二

既
白
之
功
ヲ
一
」
㉒
と
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
浪
越
」
の
文
字
を
好
ん
で
用
い
、
御
霊
屋
の
経
殿
、
本
殿
に
波
の
意
匠
を
用
い
る
に
は
十

分
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
論
と
し
て
、
建
中
寺
御
霊
屋
経
殿
本
殿
に
描
か
れ
て
い
る
波
の
意
匠
は
、
建
中
寺
か
ら
移
築
さ
れ
た
、
貞
祖
院
本
堂
・
蒼
龍
寺
本
堂
・

小
牧
豊
川
稲
荷
・
那
古
野
町
東
照
宮
に
も
存
在
し
、
ま
た
、
戦
災
で
焼
失
し
た
名
古
屋
城
東
照
宮
の
十
分
一
の
模
型
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
尾
張
藩
初
代
藩
主
義
直
公
の
家
来
渡
辺
治
綱

は
る
つ
な

が
そ
の
母
の
た
め
に
改
修
し
た
寺
院
随
応
院
本
堂
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
男
性
を
祀
る
経
殿
ま
た
は
、
本
殿
は
、
激
し
い
荒
波
を
連
想
さ
せ
る
、
白
色
を
基
調
と

し
た
波
の
意
匠
、
女
性
を
祀
る
経
殿
ま
た
は
、
本
殿
は
、
穏
や
か
で
静
か
な
波
を
連
想
さ
せ
る
青
色
を
基
調
と
し
た
波
の
意
匠
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
何
故
尾
張
徳
川
家
関
連
の
御
霊
屋
が
波
の
意
匠
を
用
い
る
か
の
理
由
は
、「
浪
越
」
伝
説
を
代
表
す
る
よ
う
に

名
古
屋
の
地
は
波
高
き
場
所
で
あ
り
、
高
波
が
太
古
よ
り
何
度
も
名
古
屋
の
地
を
襲
っ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
的
に
表
す
意
匠
で
は
な
い
か
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

註①
『
愛
知
県
指
定
有
形
文
化
財
建
中
寺
徳
川
家
霊
廟
修
理
工
事
報
告
書
』
図
面
一
頁
二
頁

②
建
中
寺
徳
川
家
霊
廟
保
存
修
理
専
門
委
員
会
著
作
『
浄
土
宗
徳
興
山
建
中
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
四
七
頁
下

③

同

右
四
七
頁
下

④
岡
本
秀
廣
氏
作
成
『
門
家
雑
誌
明
治
五
年
』
九
～
一
〇
頁
頁

建
中
寺
尾
張
徳
川
家
霊
廟
に
お
け
る
波
の
意
匠
考
察

一
五



⑤

同
右

一
〇
頁

⑥
建
中
寺
徳
川
家
霊
廟
保
存
修
理
専
門
委
員
会
著
作
『
浄
土
宗
徳
興
山
建
中
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
』
四
八
頁
上

⑦

同
右

四
八
上

⑧

同
右

四
八
上

⑨

同
右

四
六
頁
下

⑩

同
右

四
七
頁
上

⑪

同
右

四
二
頁
上

⑫

同
右

四
九
頁
上

⑬
六
種
と
は
、
大
社

た
い
し
ゃ

造
、
神
明

し
ん
め
い

造
、
春
日

か
す
が

造
、
流
れ

な
が
れ

造
、
八
幡

は
ち
ま
ん

造
、
権
現

ご
ん
げ
ん

造
で
あ
る
。
こ
の
順
番
で
、
六
種
の
神
社
建
築
は
変
遷
し
て
き
た
。

⑭
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典

⑮
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
二
三
愛
知
県
の
地
名
』
七
九
頁
「
名
古
屋
市
」
の
項

⑯
「
尾
張
古
図
と
浪
越
伝
説
」
https://w
w
w
.library.city.nagoya.jp/im
g/kensaku/osusum
e/nagoya/hoshi_201112_2.pdf

⑰
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
六
』（
角
川
書
店
一
九
八
四
年
）

⑱
『
尾
張
名
陽
図
会
巻
之
一
』「
名
陽
の
市
井
碁
盤
割
」
項
目

⑲
『
尾
張
名
陽
図
会
巻
之
五
』「
名
古
屋
山
東
出
口
古
戦
場
」
項
目

⑳
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
三
巻
愛
知
県
』
東
区
項
目

㉑
『
尾
張
名
所
図
会
巻
之
二
』

㉒
建
中
寺
新
聞
令
和
四
年
正
月
号
陳
元
贇
先
生
の
石
碑
の
解
読
（
後
半
一
）

共
生
文
化
研
究

第
七
号

一
六


